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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第７期

第３四半期連結
累計期間

第８期
第３四半期連結
累計期間

第７期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

営業収益（千円） 30,523,29537,532,98442,161,353

経常利益（千円） 611,617 875,662 662,750

四半期（当期）純利益（千円） 178,929 531,925 173,716

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△8,792 443,809△14,624

純資産額（千円） 6,834,0456,952,5626,828,004

総資産額（千円） 27,860,77532,953,71232,196,825

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
13.77 41.27 13.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 24.2 20.8 20.9

　

回次
第７期

第３四半期連結
会計期間

第８期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益（円） 1.90 15.01

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　      ２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　３．営業収益には消費税等は含んでおりません。

　

　

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

    当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国経済・欧州経済の減速等の懸念材料はあるものの、東

日本大震災の復興需要等による内需が堅調に推移したことや12月の政権交代を契機に円安・株高傾向が加速し

たことなどから、先行き不透明ながらも景気回復への期待感が高まっております。

　このような状況のもと、ロジネットジャパングループは新たに飲料水の製造販売業に参入するなど、事業の多角

化を推し進め、将来に繋げる経営基盤の拡充を行なうと共に、「スリム＆ストロング＆スピード」のスローガン

のもと、組織のスリム化や人員の適正配置、徹底した内製化による外部経費の圧縮などにより、収支の改善を図っ

てまいりました。

営業収益につきましては、貨物自動車運送部門や鉄道利用運送部門が堅調に推移したこと、前年第４四半期に㈱

青山本店をグループ化したことにより、前年同期比70億９百万円増（+23.0%）の375億３千２百万円となりまし

た。　

利益面につきましては、原油価格の上昇による燃料費や航送料の負担増等があったものの、上記の増収の効果に

より営業利益は前年同期比９千５百万円増（+14.5％）の７億５千５百万円となりました。また、車両売却益等の

計上があったことから、経常利益は前年同期比２億６千４百万円増（+43.2％）の８億７千５百万円となりまし

た。

　これらに札幌通運㈱における旧本社ビルの売却に伴う固定資産売却益８億１千７百万円、札幌通運㈱倉庫支店

大曲営業所における減損損失３億６千７百万円を含む減損損失４億１百万円等の計上を加えた結果、四半期純利

益につきましては、前年同期比３億５千２百万円増(+197.3%)の５億３千１百万円となりました。　

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

札幌通運グループ

　当社グループを構成する札幌通運グループでは、主に区域輸送の伸びにけん引されて貨物自動車運送部門の取

扱が増加したことにより、営業収益は前年同期比７億８千９百万円増（+3.0%）の272億９千８百万円となりまし

た。一方、セグメント利益(営業利益)につきましては、札幌通運㈱における本社ビルの移転に伴う賃貸支出の増加

等により、前年同期比３千６百万円減（△7.0%）の４億８千６百万円となりました。　

　

中央通運グループ

　当社グループを構成する中央通運グループでは、前年同四半期において震災による輸送インフラの混乱により

取扱が減少していた鉄道利用運送部門が順調に回復したことにより、営業収益は前年同期比２億９千７百万円増

（+7.4%）の43億２百万円となりました。一方、セグメント利益(営業利益)につきましては、上記の増収効果の他、

業務の効率化による経費の圧縮に務めた結果、前年同期比４千２百万円増（+33.3%）の１億７千２百万円となり

ました。

 

青山本店グループ

　当社グループを構成する青山本店グループでは、営業収益は58億４千５百万円となりました。一方、セグメント

利益(営業利益)につきましては、６千８百万円となりました。尚、青山本店グループについては、前年第４四半期

より当社の連結対象としており前年同四半期との業績比較が不可能な為、これを行っておりません。

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

　該当ありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,021,363 14,021,363札幌証券取引所
単元株式数

1,000株

計 14,021,363 14,021,363 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当ありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当ありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当ありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 14,021,363 － 1,000,000 － 5,220,132

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

普通株式

1,804,000

－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

12,096,000
12,096 －

単元未満株式
普通株式　

121,363
－ －

発行済株式総数 14,021,363 － －

総株主の議決権 － 12,096 －

 （注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式192株が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

株式会社ロジネッ

トジャパン

札幌市中央区大通

西八丁目２番地６
1,804,000－ 1,804,000 12.87

計 － 1,804,000－ 1,804,000 12.87

　

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,586,577 3,038,384

受取手形 889,474 971,603

営業未収入金 5,891,738 5,851,203

たな卸資産 34,477 57,397

繰延税金資産 157,289 93,404

その他 1,033,222 1,407,369

貸倒引当金 △12,305 △5,347

流動資産合計 10,580,475 11,414,014

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,632,867 4,451,555

機械装置及び運搬具（純額） 3,145,844 3,409,403

土地 7,141,767 6,804,917

その他（純額） 1,250,619 1,255,015

有形固定資産合計 16,171,098 15,920,892

無形固定資産

のれん 1,028,141 989,098

その他 182,827 215,466

無形固定資産合計 1,210,968 1,204,565

投資その他の資産

投資有価証券 1,682,374 1,770,618

繰延税金資産 182,985 175,836

差入保証金 1,851,461 1,772,442

その他 566,175 752,364

貸倒引当金 △48,713 △57,021

投資その他の資産合計 4,234,283 4,414,239

固定資産合計 21,616,350 21,539,697

資産合計 32,196,825 32,953,712
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 572,767 700,355

営業未払金 4,599,537 4,587,782

短期借入金 11,204,838 11,678,995

未払法人税等 121,499 540,988

役員賞与引当金 38,845 －

その他 2,703,567 2,478,536

流動負債合計 19,241,055 19,986,658

固定負債

長期借入金 4,616,782 4,710,695

繰延税金負債 304,245 266,418

退職給付引当金 175,529 173,234

役員退職慰労引当金 151,670 148,060

資産除去債務 72,058 73,023

その他 807,481 643,060

固定負債合計 6,127,766 6,014,491

負債合計 25,368,821 26,001,149

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 557,007 557,007

利益剰余金 5,835,356 6,276,330

自己株式 △305,206 △531,586

株主資本合計 7,087,157 7,301,750

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △360,268 △461,951

その他の包括利益累計額合計 △360,268 △461,951

少数株主持分 101,115 112,762

純資産合計 6,828,004 6,952,562

負債純資産合計 32,196,825 32,953,712
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

営業収益 30,523,295 37,532,984

営業原価 28,738,063 35,354,001

営業総利益 1,785,231 2,178,983

販売費及び一般管理費 1,125,841 1,423,717

営業利益 659,390 755,265

営業外収益

受取利息 14,558 13,071

受取配当金 44,191 41,311

寮収入 29,977 37,298

車両売却益 11,950 114,464

その他 50,691 115,058

営業外収益合計 151,369 321,203

営業外費用

支払利息 94,793 109,032

寮支出 88,561 72,789

その他 15,788 18,984

営業外費用合計 199,142 200,806

経常利益 611,617 875,662

特別利益

固定資産売却益 93 817,418

投資有価証券売却益 1,704 －

特別利益合計 1,798 817,418

特別損失

固定資産除売却損 196,391 53,649

減損損失 － ※
 401,019

その他 35,784 68,544

特別損失合計 232,176 523,213

税金等調整前四半期純利益 381,239 1,169,867

法人税、住民税及び事業税 188,086 594,843

法人税等調整額 2,317 29,531

法人税等合計 190,404 624,375

少数株主損益調整前四半期純利益 190,834 545,492

少数株主利益 11,904 13,567

四半期純利益 178,929 531,925
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 190,834 545,492

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △199,626 △101,682

その他の包括利益合計 △199,626 △101,682

四半期包括利益 △8,792 443,809

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △19,715 429,727

少数株主に係る四半期包括利益 10,923 14,082

EDINET提出書類

株式会社ロジネットジャパン(E04232)

四半期報告書

10/17



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　当第３四半期連結会計期間（平成24年12月31日）　

※　偶発債務

　当社の連結子会社である㈱小泉運送は、平成24年11月12日開催の取締役会において、同社が加入している総合設立型

の厚生年金基金（東京貨物運送厚生年金基金）より任意脱退することを決議しております。

　同基金からの脱退に伴い脱退時特別掛金の負担が見込まれておりますが、その負担金額については、同基金の代議員

会の脱退承認決議後に確定する予定であります。

　

（四半期連結損益計算書関係）

※　当第３四半期連結累計期間において、当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類
減損損失
（千円）

札幌支店
札幌市白石区　

営業所　
建物及び構築物、そ

の他
33,555

倉庫支店大曲営業所
北海道北広島市

営業所　
建物及び構築物、機
械装置及び運搬具、
土地、その他

367,464

　当社グループは管理会計上の区分、投資の意思決定を行う際の単位を基準として、支店及び営業所等を１つの単

位としてグルーピングを行いました。その結果、当社グループの札幌通運㈱札幌支店、及び倉庫支店大曲営業所の

資産グループについて、市場価格の著しい下落または営業収益の大幅な低下が認められるため、当該資産グループ

に係る資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額401,019千円を減損損失として特別損失に計上いた

しました。その内訳は、建物及び構築物149,781千円、機械装置及び運搬具217千円、土地215,200千円、その他35,820

千円であります。なお、当該資産グループの回収可能価額は正味売却価額により測定しており、建物及び土地につ

いては、固定資産税評価額を合理的に調整した価額または不動産鑑定評価額により評価しております。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。　　

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 840,041千円 1,009,966千円

のれんの償却額 － 39,043
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

（１）　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 90,956 7.0 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

（２）　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当ありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

（１）　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 90,951 7.0 平成24年３月31日 平成24年６月29日利益剰余金

（２）　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当ありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　　　

　

　

　報告セグメント
その他

（注）　　　　
合計札幌通運

グループ

中央通運

グループ　
計

営業収益

　外部顧客への営業収益

　セグメント間の内部営業収益

　又は振替高　

　

26,508,630

　

3,711,681　

　

　4,004,457

　

　327,417

　

30,513,088　

　

　4,039,099

　

　10,207

　

337,776　

　

　30,523,295

　

　4,376,875

計 30,220,312　 4,331,875　34,552,187　347,983　34,900,170

セグメント利益 523,248　 　129,276　652,525　110,456　762,981

（注）　「その他」は、持株会社である当社の営業収益及びセグメント利益であります。営業収益は

　　　グループ会社からの受取配当金、経営指導料及び家賃収入の他、外部顧客からの家賃収入であ

　　　り、受取配当金がセグメント利益に与える影響額は98,149千円であります。　

　　

　

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

利益　　 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の利益　

受取配当金の消去

その他の調整額　

652,525　

110,456　

△98,149

△5,441　　

四半期連結損益計算書の営業利益 659,390　
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

　

　報告セグメント
その他

（注）　　　　
合計札幌通運

グループ

中央通運

グループ　

青山本店

グループ　
計

営業収益

　外部顧客への営業収益

　セグメント間の内部営業収益

　又は振替高　

　

27,298,372

　

3,567,512　

　

　4,302,435

　

　364,153

　

　5,845,808

　

　2,172,096

　

37,446,617　

　

　6,103,761

　

　86,367

　

761,923　

　

　37,532,984

　

　6,865,685

計 30,865,885　 4,666,5898,017,904　43,550,379　848,290　44,398,670

セグメント利益 486,370　 　172,263　68,727　727,361　390,473　1,117,834

（注）　「その他」は、持株会社である当社の営業収益及びセグメント利益であります。営業収益は

　　　本社ビルの賃貸収入、飲料水の販売収入、グループ会社からの受取配当金及び経営指導料であ

　　　り、受取配当金がセグメント利益に与える影響額は322,491千円であります。　

　　

　

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

利益　　 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の利益　

受取配当金の消去

のれんの償却額　

その他の調整額　

727,361　

390,473　

△322,491

△39,043　

△1,034　　

四半期連結損益計算書の営業利益 755,265　

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間から、「その他」に含まれていた「青山本店グループ」について量的な重要性が

増したため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

　なお、「青山本店グループ」については、前第４四半期連結会計期間より当社の連結対象としているため、

今回の変更による前第３四半期連結累計期間のセグメント情報に対する影響はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 13円77銭 41円27銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 178,929 531,925

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 178,929 531,925

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,993 12,889

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　該当ありません。

　

２【その他】

　該当ありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月８日

株式会社ロジネットジャパン
取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 竹内　弘雄　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 香川　順　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ロジネッ

トジャパンの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１

日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ロジネットジャパン及び連結子会社の平成24年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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